
13:30　  はじめに

13:32　  前回のふりかえり・各種連絡

13:35　  ビジョン素案の内容報告　

13:45　  ワーク【ビジョンへの政策提言】

15:50　  今後の日程確認　

16:00　  終了・部会別の話し合い

2013年 9月 10日（火）
13：30～16：00　

会場：笠岡市保健センター

笠岡市産業振興ビジョン策定に関する

　新しいしごとづくり会議

当日のプログラム

ビジョンへの政策提言

笠岡に新しい仕事をつくることを通して、笠岡の産業
の未来像を考える「新しいしごとづくり会議」。
第 5 回目の今回は、新しいしごとの提案を実現させる
ための、具体的な取組み内容を考えました。

第 5回

前回までのワークでは、笠岡でつくる「新しいしごとの企画」を考えてきました。
今回はそのしごとを実現するためにはどうしたらよいか、ワークシートを使っ
て、チームごとにより具体的に考えていきました。
しごとを実現する上での「課題・ハードル」をチームで話し合い、それを解決
するためにビジョンに盛り込んでほしい「政策のアイデア」を考えました。

テーブルワークの様子ワークで作成した提案シート（例：地域資源チーム 島部会）

 



各チームで考えた政策のアイデア ( 一例 )
7チームのうち 4チームについて、考えた政策のアイデアをまとめました。

食 部会からの提案 島 部会からの提案

情報発信 部会からの提案 干拓 部会からの提案

新しい観光業をつくるプラットフォーム

スタジオ S
□公設民営の、観光に関する
　プラットフォームを設置

□観光に関する情報公開を、
　Web を使って有効的・定期
　的に行なう

宿泊業資格がないと、旅館
がツアーを紹介できない

島の観光に不可欠なフェリー
の運営に補助が必要

観光特区を設け、
免許規制を緩和

離島のフェリーに
補助金を設ける

その他にも．．

  1. 活性化エリアの活用   2. 粗飼料基地の活用

  3. 県有地への企業誘致   4.  体験型観光業の推進

4 つの取組みを柱とした

干拓地の有効利用

□企業誘致の優遇政策
□野菜の選別・カット工場の
　誘致を進める
□従業員 300 人雇用の目標

□現在の牧草生産から、野菜
　生産への切り替えを行なう
□農業用水供給のための整備
□従業員 100 人雇用の目標

□JFE 関連企業の誘致
□JFE 東工場から西工場への
　移転を行ない、生産量の増
　強を図る。

□家庭菜園事業を推進する
□用具の貸し出しを行い、　
　手ブラできても体験できる
□流入人口 200 万人、従業員
　200 人雇用の目標

伝えたい情報が相手に伝わらない。
必要なものを取捨選択して
情報を受け取っている。

アナログとデジタルを有効利用した

新しい情報発信
現状目的

効果的に
情報を伝える。

送り手：
受け手：

□常に情報は伝え続けなければ，受け手は情報を見ない。　
　→常に情報発信をする人が必要
□情報の受け手を広げることが必要である。
□ＳNＳのように簡単・気軽に利用できるシステムがない。

これまでの会に不参加だった方もご参加頂けます。一緒に笠岡の将来について考えたい方のご参加、お待ちしております。
＊参加をご希望の場合は、下記連絡先まであらかじめご連絡下さい。

笠岡市経済観光活性課　E-mail：keizaikankou＠city.kasoaka.okayama.jp　電話：0865-69-2147

2013年 10月 10日（木）13：30～16：00
場 所 ： 笠 岡 市 民 会 館

第 6 回  新しいしごとづくり会議は下記日程と場所で行ないます。

①情報発信専門スタッフを１～２名雇用
②アナログ（広報誌などの紙媒体）とデジタル（SNS）
　を有効に活用し、市外へ情報を PR

③既存Webページを操作性の高いものに改修

食産業のプラットフォームをつくる
ニーズの多様化・加速化に対応し、小規模事業主がつながる場をつくる。

取組み その１

継続して働ける環境づくりの支援

取組み その 2 

- 新規就農者の人材育成支援
-農の裾野を広げる活動や、食育の支援

-耕作地利用希望者への支援
-空き家住まい情報の提供

-地域ブランディングの推進支援
-笠岡ならではの、特化した商品開発の推進

つながりと継続性をキーワードにした

食の働く場づくり

人材育成

土地

ブランド


